スピーカーコードをつなざます 


スピーカー側へ接続ずるカラーチューフ 


本システムはコンバクトなびら迫力あるドルビーデジタルや DTS サウンドで、あなたの部屋をホームシアターにを身させます。 
このシステムセットアップガイドでは、はじめてこのシステムをお使いになるちのために、接続と設置のしかたを説明しています。 


接続のしかた 


アンテナは必ず接続してください。アンテナを接続しないと FM / AM 放送び受信できません。 

接続を行ラ場合、あるいは変更を行う場含には、必ず電源コードを巧いてください。また電源コードはすべての接続び終わってか5壁のコンセントへ接続してください。 


スピーカーコード 


本体側へ接続する 

カラーコネクター 


スピーカーコードのコネクターの付いていなし、側 
の先端の被覆をねじりなび5引を抜さます。 


本体のスピーカー端テへスピーカーコードの力 
ラーコネクターを差し込みます。 

スピーカーコードはカラーコネクターの色と同じ 
色のスピーカー端子へ差し込みます。 

スピーカー端テは上側と下側とで向さび異なるた 
めカラーコネクターの向さを確認して差し込んで 
ください。 



付属品の確認 


[ DVD/CD レシーバー部に付属] 

• リモコン X ] •単3形! 


本体側 
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•単3形乾電池 X 2 
( AA / R 6 P ) 


• AM ループアンテナ X 1 
(図は組み立てた状態で 

9。ソ 


• FM 簡易アンテナ X 1 



•電源コード X ] 


フ□ントスピーカー • 
の在測（白色） 


■ センタースピーカー(緑色） 

I - サラウンドスピーカー 
の左側请色） 


カラ- 

コネクター 


フ□ントスピーカー 
のち測（'赤色） 
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ビデオコード X 1 


• な証書 

• 修理窓□-ご相談窓□のご案内 
• 取扱説明書 

• システムセットアップガイド 
体書） 

• ま全上のごミ主意 


[スピーカー部に同個] 

• センタースピーカー X 1 
• フロント/サラウンドスピーカー X 4 
• サブウーファー X 1 
• スピーカーコード 

已 m (ホ色のフロントスピーカー用 ）X 
已 m (白色のフロントスピーカー用 ）X 
已 m (緑色のセンタースピーカー用 ）X 
10 m (青色のサラウンドスピーカー用） 
10 m (灰色のサラウンドスピーカー用） 
已 m (紫色のサブウーファー用 ）X ] 

• 滑り止めパッド（ル） X 20 
• 滑り止めパッド（大 ） X 4 


サラウンドスピーカー(ち） 


サラウンドスピーカー(ち） 


サラウンドスピーカー 
のち測 (权色） 

サブウーファー(紫色） 



ー カラー 
コネクター 


スピーカー側の端モについては、 スピーカー 端モ 
のツメを巧しなび6な線を端子に差し込みます。 
スピーカーコードのカラーチューブのある方を端 
子の赤側（©側）に接続します。カラーチュー 
ブのないスピーカーコードは黒い端テの©側に 
差し込みます。 

(スピーカーコードのカラーチューブの色と、 
スピーカーの U ア部に張5れてあるラベルの 
色とを含わます。） 


スピーカー 側 

が /- h 色表示 


カラー 

チユ-ブ 



リスニングポジション 

?- \ 

ピな 


センタースピーカー 



別売にスピーカースタンドびあり 
ます。 

フ□アー型スタンド： CP - F 己 
TV サイド型スタンド： CP - L 3 TV 

詳しくはカタ n グをご覧くださ 
い。 


A 


本スピーカーを本システムじ(外のアンプで使用しないでください。故障、 
火災の原因となることがあります。 


ヴブウーファ- 


テレビと接続しまず 

付属のビデオコード（黄色のプラグ）を本 
磯の映像出力端子に接続します。 

次に、ビデオコード（黄色のプラグ）の反 
対側をテレビの映像入力端テ (VIDE 日 IN) に 
接続します。 

本機では、51/52端テや02端テか5で 
ち、テレビと接続することびでさます。詳 
しくは、取扱説明書の目4ページ r 列部機 

器の接続のしかた J をご賣ください。 



本体側 

® I 


フ□ント 
スピーカー（ち） 


S1/S2 映像出力 
映像出力 


映像入力, 


■ 




FM 簡易アンテナ 


本機の映像出力は、直接テレビに接続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピーガードに対応しているため、本機をビデオ 
デッキを通してテレビに接続したり、ビデオデッキで録画して再生すると、正常な再生びで 
さないことがあ0ます。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、コピーガードによつ 
て正常な再生びでさないことがあ0ます。詳しくはお使いのテレビメーカーにお問い合わせ 
ください。 



フ□ント 
スピーカー（左) 



フ□ントスピーカー、サラウンドスピーカー、センタースピーカー、サブウーファーの底面の角4箇所に、滑り止めパッドを張り付けてください。 
本スピーカーを本システムし：^かのアンプで使巧しないでください。故障、火災の原因となることびあります。 
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AM ループアンテナを組み立てまず 


台を外側に出します。 


突起部を溝にはめます。 





壁に取り付けるには.... 

市販のネジや押しピンなどを使って壁に取り 
付けてから組み立てます。 
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AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続しまず 


コードのカバーを回しなびら引さ抜さます。 


AM ループアンテナ 



FM 簡易アンテナ 


AM アンテナ接続端テのつめを押しなび5、 AM 
ループアンテナのコードを端テに差し込みます。 
どち5を アース 側の端子 （^) につないでもかま 
いません。 

コードを差し込んだ5端テか5指を離します。 

FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでく 
ださし、。 

また FM 簡易アンテナは、たらしておいた0、丸 
めたままにしないで最ち良い受信状態び得5れる 
ように、ピンと張ってください。 



5 


電源コードを本体と壁のコンセントに差し込みまず 


電源コードを本体の AC インレツトに差し込み 
ます。 

次に電源コードのプラグ部を壁のコンセントに 
接続します。 

はじめて電源コードをコンセントにつないだ時 
はデモモードになります。詳しくは取扱説明書 
の2日ページにある 「デモ表示を解除しましよ 
ラ J をご賣ください。 


AC インレット 

〇〇 



乂ピ_力_ の設置 r -^537 h - ^537 F ] 

スピーカーセンター スピーカー 

サラウン ド効果を最大限に引き出すため、ちの ^ 

図のよラに各スピーカーを設置してください。 I__I U L|J I_I 

サブウーファー 

♦左ちに置いたスピーカーはテレビか5等距離 （SW) 

になるよラに設置してください。 

♦センタースピーカーはテレビの下側に置さ、 

センターチャンネルの音びテレビと同じ位置 視聴位置 

に配置されるようにしてください。もしセン mMlm 

夕-スピ-力-をテレビの上に置くときは、し 。リ ミ己ゥ苗 
テープなどを使用して適切な方法で固定して (左) （ち） 

ください。固定しないと地震などの外部の振 n n 

動によ0、スピーカーびテレビか5落下して U _ U 

ケガをした0、スピーカーを破損する原因と 
なります。 

♦サラウンドスピーカーは耳の高さか5やや上方に設置すると効果的です。 

♦サラウンドスピーカーを視聴位置（リスニングポジション）から極端に離して設置すると、 
サラウンド効果び十分に発揮されません。 

•本機のスピーカーシステムはお磁気漏洩設計ですので、テレビと組み含わせても色む5び起 
こりにくくなっています。まれに設置のしかたによっては色む5を生じる場合びあ0ます。 
その場合は一度テレビの電源を切0、1已〜3日分後再びスイッチを入れてください。その 
後も色む5び残るようでした5スピーカーシステムをテレビか5離してご使巧くださし、。 

•近くに磁石など磁気を発生するものが置かれている場合には、本機との相互作巧により、テ 
レビに色ムラを発生する場合びあ0ますので、設置にごを意ください。 

♦フ n ントスピーカーとサブウーファーは視聴位置から等距離になるように設置してくださし、。 


© 2003パイオニア巧式会な禁無断転載 


♦近< に磁石など磁気を発兰 
レビに色ムラを発生するち 
•フ n ントス ピーカーと ヴ： 

JY イオニア株式会社 . 


1 53-8654 ま京都目黒区目黒1下目4番1号 


<XRA301 1-A> 



























































u ソつ召:^兰し 3 しよう 



矢印の方向に、裏ブタを開く ケース内に表記されている極性に合 裏ブタを矢印の方向に閉める 

わせて、乾電池を入れる 



♦ 乾電池のプラス©とマイナス©の向さを電池ケースの表示通りに正し < 入れてください。 

♦ 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用しないで < ださし、。 

♦ 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのびあ0ます。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでください。 

♦ 長い間 （1 か巧し: LL) 使用しないとさは電池の液漏れを防ぐために電池を取り出してください。わし、液漏れを起こしたときは、ケー 
ス内についた液をよくふさとってか5新しい電池を入れて < ださし、。 

♦不要となった電池を廃棄する場含は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理して<ださし、。 



下記の画面がテレビに映るように、テレビの入力切換ボタンで切り 
かえてください。（ずでに設定が終わっている場合は、左下の画面 
は表示されずに、ち下の画面が表示されまず。） 



テレビの種類を選びましよう スピーカーの接続確認をしましよう 再生しましよう 




メインサブ切り換えスイッチ 
をメイン側に切り換えてか日 
オートボタンを巧します。 




はじめて使用する場合、 
音量はゼ□です。 


「ヴー」といラテスト!-ーンび、すべてのスピーカーか日順番に出ることを確認します。ちラー度テスト!-ーンボ 
タンを巧すとテスト I -ーンは止まります。 

テスト I -ーンの出ないスピーカーびある場合は、ちラー度裏面の接続方法を確認して、接続をし直してください。 



または 



または 



ディスクテーブルを閉 
めると、自動的に再生 
をはじめるディスクち 
あります。 






さあ、 DVD の世界を 
お楽しみ下さい！ 


















